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	No.22　　2011．5．2
銀山中学校

神　　貴　夫


「20mSv被ばくしても構わない」などと言っていない？ 
～　枝野官房長官　改めて基準に問題ないと表明　だが、しかし　～
　

「２０ mSvの基準値」をめぐって政府が苦しい答弁を始めた。以下、ニュースより
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枝野官房長官も会見で、「そもそも基準の20ミリシーベルトとは、屋外に8時間いることを365日間継続した場合の限度として算出したもので、20ミリシーベルトまで被ばくしても構わないなどと言っているわけではなく、小佐古氏には誤解がある」と述べました。また、モニタリングでも実際には大幅に下回る見通しだとし、この基準に問題はないという考えを示しました。
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３３４校が「個別被ばく管理」が必要なレベルの学校であることが判明したことを前号で紹介した。「個別被ばく管理」が必要となる放射線量は2.3 μSv/ｈ(１時間あたり)である。これを元に２０mSvに到達する日数を、屋外で1日に２時間過ごした場合で試算するとどうなるか。前号で市民団体が計測した表に２０mSvまでの到達日数、一般人の年間許容量１mSvまでの到達日数を加えたのが右の表である。
[image: image4.emf]文科省の見解

従来の一般人基準

市町村 調査校 調査場所

1日2時間　屋外

20mSｖ到達日数

1日2時間　屋外

1mSｖ到達日数

2.3 4347.8 217.4

グランド 3,100 25.8 387.1 19.4

芝生 3,000 25.0 400.0 20.0

側溝(U字溝)  13,000 108.3 92.3 4.6

遊具の下の地面 2,600 21.7 461.5 23.1

池 500 4.2 2400.0 120.0

遊具の下の地面 1,000 8.3 1200.0 60.0

池 1,100 9.2 1090.9 54.5

グランド 1,100 9.2 1090.9 54.5

芝生 3,000 25.0 400.0 20.0

側溝(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)  2,300 19.2 521.7 26.1

遊具の下の地面 39,003 325.0 30.8 1.5

D グランド 1,400 11.7 857.1 42.9

グランド 2,400 20.0 500.0 25.0

側溝(U字溝)  8,000 66.7 150.0 7.5

遊具の下の地面 2,400 20.0 500.0 25.0

グランド 1,800 15.0 666.7 33.3

G  グランド 1,500 12.5 800.0 40.0

5,129.6 42.7 233.9 11.7

「個別被ばく管理」基準

平均値

μSv/h　換算

福島市

川俣町

測定値（cpm）
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1日2時間の屋外で２０mSvに達するには　　＊子どもは2時間くらいは外で遊ぶだろうという前提での試算
1日2時間の屋外計算で「個別被ばく管理」の基準で約11年(4347.8日)で到達する。

実際にはそれよりはるかに大きい放射能を記録している場所がスポットのように点在し、場所によっては基準の100倍にも達している。

福島市のＣ校の場合、遊具付近で子どもが2時間遊べば、わずか1ヶ月(30.8日)で到達してしまう。
この調査の平均的な数値である４２．7μSvでいっても0.64年(233.9日)で到達してしまう。1年以内に疎開させる意思があるというのか・・・。

1日2時間の屋外で、一般人の基準１mSvに達するには

「個別被ばく管理」の基準で約0.6年(217.4日)で到達する。福島市のＣ校の場合、遊具付近で子どもが遊べば、わずか1.5日で到達してしまう。この調査の平均的な数値である４２．7μSvでいっても11.7日で到達してしまう。

子どもは最低でもこの基準で判断することが重要なはずだが・・・・・。
「20ミリシーベルトまで被ばくしても構わないなどと言っているわけではない」といっても、現実には福島市内や川俣町など市民団体が調査した地点では平均値でみても1年をまたずに２０mSｖに達してしまうのである。問題はそれだけではない。これら一般人の基準１mSｖや政府の変更基準20mSｖといった数値はいずれも「外部被ばく」の許容線量の話であって、内部被ばくとは別次元の話だ。何度も繰り返してきたように、放射能の最大の問題は体内に取り込む「内部被ばく」なのだ。その影響は子どもや妊婦に深刻な形で現れることをヒロシマ・ナガサキ・チェルノブイリが証明している。フクシマが４度目の証明になったとしたら、行政の不作為による犯罪でしかない。遠からず疎開させざるを得ない場所が出てくるにちがいない。避難地域の相次ぐ拡大という愚を再び冒すことになる。
アメリカ・ハワイ・アラスカ・グアムでフクシマの放射能を観測
Pu239　 U238  U234が大規模拡散した可能性！
右のグラフはアメリカのカリフォルニア州の観測所で3月24日、異常に高いプルトニウム２３９が検出されていたときのものです。日本では遅れること31日に政府から「原発建屋周辺でわずかにPuが検出されたがただちに健康に影響はない」とのニュースが流れました。その後、土を固める飛散防止処理が施されました。また、「プルトニウムは重い元素なので空気中にさほど飛散しない」とも言っていた・・・・・。
どうもおかしい！その後、プルトニウムの話はほとんど出てこなくなった・・・・。

プルトニウムやウランが観測されたのはアメリカだけではありません。グアムでも観測史上初めて検出されました。ウラン２３４やウラン２３８もアラスカ・ハワイで4月1日、異常に高い数値が検出されています。
日本では3月31日、4月4日、4月7日に原発周辺で採取した土からPu238、Pu239、Pu240が検出されています。
グアムの観測データから拡散予測を逆算し、東京・茨城の予測濃度を試算したデーターを探すことができたので紹介します。

プルトニウムやウランの出す主な放射線はα(アルファ)線で、紙一枚で遮ることができ、空気中での透過力は数センチメートルと短い距離しか飛ばないため放射線量モニタリングでは計測できません。
しかし、Pu239の半減期は24,100年と長く、人が生きている限り、いや、死んでも放射線を出し続けます。摂取制限値もヨウ素やセシウムの５０～100分の１と非常に厳しい数値になっています。
社団法人「日本薬学会」の薬学用語解説から、「内部被曝」についての項目の一部を紹介します。

内部被曝
食物や空気中に含まれる放射性物質を体内に取り込み、それから発せられる放射線を体内で受けることを内部被曝または体内被曝という。

　・・・・中略・・・・
一方、α線は飛程が短く、直接皮膚と接触させなければ、外部（体外）被曝による影響を受けることはほとんどないが、体内に取り込まれた場合には周辺の細胞に莫大なエネルギーを与えるため、内部（体内）被曝の影響は極めて大きい。
気のせいであればいいのですが、大変な事実が隠されているような気がしてなりません。事態は私たちが考えているより遥かに深刻になっているような気がします。ヨウ素やセシウム以外にも多くの放射性核物質が出ているはずですが、ほとんどデーターが出てきません。疑いは日を追うごとに大きくなっています。単なる疑いで終わればいいのですが・・・・。






＊枝野さんのいう20mSv、365日、屋外8時間を1時間当たりに換算すると6.8μSv/hになる













































































